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　2023年は大企業を中心にかつてないほど「賃上げ」
が広がった。デフレ感覚がスタンダードとなった失われ
た30年からようやく脱するのか，それともナリユキで賃
上げはしてみたものの，今年限りのイベントで収束する
のか，判断は後世の経済学者に委ねるしかない。ただ，
賃金に何が起きているのかを構造的に捉えてみると，や
はり転換点にさしかかっていることは間違いない。「賃
上げできる会社」と「賃上げできない会社」にはっきり
分かれる現象だ。ビジネスモデルが成長型か衰退型かの
差といってもいい。勤労者にとっては格差拡大と受け取
られかねないが，構造の変化自体に格差助長の意図はな
いだろう。マクロで見れば，賃上げできない会社から，
賃上げできる会社へ労働移動が起きる予兆ともいえる。
では，その利益を生み出すビジネスモデルを誰が担うの
か，賃金で問われるポイントもそこに起点が移っている。
本稿著者は，決められたルーティンをしっかり回す「第
一の役割」と，ビジネスモデルを創造していく「第二の
役割」に社員・機能を分けて考えてはどうかと提案して
いる。社員のキャリア観，ライフスタイルは多様化して
おり，年齢と生活給を考慮して一律基準で決める「賃上
げ1.0」は合わなくなってきている。であれば，今始ま
った「賃上げ2.0」の要所は何か，しっかり把握してお
きたい。 （編集部）
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